
噌

治
、
初
期
よ
0
い
せ
辺
、
有
川
内
山
仰
木
治
、
博
川
州
め
ぐ

一
の
附
引
を
準
。
、
X
は
桐
山
際
内
と
腐
し
て
彼
下
V
〈
は
榔

一

り
の
各
柄
引
に
分
か
れ
て
居
る
。
谷
末
に
『
波
訓
示
川工
同

一
村
の
非
人
を
巡
副
段
位
し
、
犯
非
の
鰍
阿
世
あ
る
半
H
を

一

納
金
府
閉
す
刷
附
判
刷
会
AM』
と
あ
り
、

χ
『
宰
迩
太
平
代
、
一
鮒
へ
、
そ
の
報
酬
と
し
て
武
家

・
町
家
の
吉
事
に
米

一

月
花
の
を
り
に
ふ
れ
つ
L
四
方
の
凶
み
る
も
か
し
こ

一
銭
を
約
ひ
、
村
々
の
む
お
に
憾
じ
て
米
姿

・
大
凶
な

一

き
附
の
町
四
な
り
信
制
』
と
あ
る
か
ら
、
等
闘
寺
僧

一
ど
を
U
X
け
、
手
工
と
し
て
絞
芯
・草
川
剛
容
を
製

L
、
防

一

附
の
誌
で
あ
る
。

一
作
を
な
し
、
桜
前
で
は
的
拐
に
も
従
ひ
、
死
者
を
奈

一

ド
ウ
チ
ン
謹
珍

l
シ
ユ
ガ
ン
ド
ウ
チ

y

珠

一
耽
に
附
し
た
り
も
し
た
。
そ
の
公
車
場

・
問
合
所
の

一

腕
道
珍
。

一
公
務
に
服
す
る
時
は
特
に
焔
除
の
者
と
呼
ば
れ
、
武

一

ト
ウ
テ
イ
エ
ン
カ
ク
ズ
フ

東
邸
沼
草
図
譜

二
一
家
・町
家
に
米
銭
を
乞
ふ
時
は
沼
恒
と
い
ひ
、
死
者

一

加
。
富
山
奴
川
説
。
越
智
れ
三
州
志
の
来
凶
縦
覧
附

一
を
取
扱
」
尚
は
限
切
と
椴
せ
ら
れ
た
o
v
A
城
下
中
路

一

級
絵
五
の
中
に

.H
戸
郎
の
沿
革
を
犯
し
て
あ
る
が
、
一
川
及
び
郊
外
笠
締
約
に
非
人
間
と
い
ふ
背
七
人
が
ゐ

一

そ
れ
の
原
文
と
な
る
も
の
に
、
辰
口
郎
十
七
側
、
筋

一
た
が
、
そ
れ
も
杭
町
内
か
ら
問
る
も
の
で
あ
っ
た
。
際

一

巡
邸
十
刷
、
切
姐
邸
」』
側
、
永
代
ぬ
郎
十
九
州
、
細

ト
内
り
ヲ
ち
に
、
者
は
一
制
之
利
一
名
大
黒
仰
、
夏
は
餓

一

似
品
邸
Jl
三
側
、
淀
川
郎
十
二
例
、
午
徳
山
州
十
刷
、

-
崎
切
・服
切
一
h

刊
紙
純
、各
は
節
季
候
と
な
っ
て
削
る

一

本
郷
郎
十
胤
側
、
駒
山
刷
出
十
八
側
、
一
小
陥
邸
四
側
、

↑
も
の
が
あ
る
。
元
来
非
人
の
取
締
と
仙
凶
北
刊
の
側
資

一

深
川
史
江
川
間
以
邸
十
三
川
酬
を
一
蹴
へ
て
縫
訟
を
川
明
ら
か

一
は
、
四坦限
内
の
'
的
か
に
行
」
加
で
、
公
附
中
山
樹
容
行
の

一

に
し
た
も
の
。
今
石
川
幣
制
押
印
陥
台
本
日
以
問
先
住
所
凶
で
あ
っ
た
が
、
元
政
四
年
二
月
凝
似
政
方
潜
行

一

一H

一

小
説
集
巾
に
収
め
ら
れ
る
。

-
B
m
十
左
世
い
泊

六
人
の
隙
内
に
命
じ
て
、
こ
れ

一

ド
ウ
テ
イ
キ

道
程
記

↓
エ
ド
ド
ウ
チ
ユ
ウ
キ

一
ら
の
伎
強
に
従
は
し
め
、
廻
膝
内
以
外
に
改
方
の
同

一

H
戸
泊
中
日
。

一
明
し
を
肋
初
せ
し
め
た
。
そ
の
後
、
」
れ
ら
六
人
は
傑

一

ド
ウ
テ
刊
チ
ョ
ウ
道
程
帳
各
村
に
就
い
て
川

一
似
上
何
年
内
知
泉
な
一〈
、
日
明
し
は
勉
際
内
の
み
之

一

一向・
御
縦
入
口
川・

定
納
・氾
・代
官
・
牧
納
町
拙
に
苧
V
'
也
断

一
に
hM
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
向
一
耐
之
制
等
の
伎
裂
を

一

雄
・給
λ
知

M
-紛
入
米
中
」
納
入
す
る
川
以
の
所
在
と

一
円以
て
米
銭
を
乞
ふ
こ
と
は
依
然
存
約
し
、泌
に
初
午
・
一

如
雄
容
を
但
し
、
御

m
m
裂
の
知
行
別
役
所
に
師
附

一
容
駒

・
瓜
以
到
す
の
桜
識
も
附
加
し
て
、
限
内
一
般
に

一

け
た
も
の
を
い
ふ
。
何
年

H
M
申
請
削
減
泊
の
十
村

一
行
・
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
と
見
え
る
。
文
政
九
年
限
内
航

一

に
て
之
を
刷
出
し
、
附
凶
作
所
の
拠
世
を
得
て
知
行
澗
役

一
手
ド
の
占
有
川出
女
が
川
方
に
加
で
、
夜
に
入
る
ま
で
肌

一

昨
山
に
鉛
附
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
ひ
附
加
す
か
ら
、
担
問
の
外
之
を
強
ず
と
令
し
た
こ
と

一

ト
ウ
ナ
イ

藤
内

部
多
は
午
山
内
の
皮
測
を
梁
と

一
が
あ
る
。

一

す
る
が
、
限
内
は
之
を
犯
さ
ぬ
。
放
に
院
内
は
絞
多

一

ト
ウ
ナ
イ
ガ
シ
ラ

藤
内
顕

加
担
滞
内
で
も
位

一

よ
り
も
上
級
に
悩
す
る
と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
金
仰
の

一
ー
中
は
組
終
を
興
に
し
て
ゐ
た
ゃ
う
で
あ
る
が
、加
到
・
一

知
外
石
川
市
向
明
来
に
限
内
町
仁
阪
と
=
一
右
衛
門
と

一
能
脅
二
凶
の
限
内
は
、
金
持
に
民
る
陣
。
内
問
問
仁
賊
及

一

が
尉
て
、
加
制M
・能
常
二
凶
の
胞
内
を
統
べ
て
ゐ
た
。

一
び
三
右
術
門
の
支
配
す
る
間
別
で
あ
っ
た
。
三
右
衛
門

一

般
内
の
梁
務
は
、
公
耶
必

・
町
旬
開
聞
に
於
け
る
凶
人

一
一
は
加
れ
の
艇
で
あ
白
、
仁
川
棋
の
組
先
八
左
衛
門
は
賂

一
庖
道
如。

ド
ウ
ニ
ン
ジ

滋
忽
寺

緑
町
田
東
振
に
邸
す
る
。

ド
ウ
ノ
ウ
へ
ヤ
マ
堂
上
山

風
主
制
小
川λ
の

m

wm
か
ら
商
問
に
在
る
山
。
お
き
九
一
米
。
地
慌
第
三

紀
荷
。ド
ウ
ノ
カ
ハ
堂
白
川

羽
咋
郡
前
浦
割
高
知
ほ

り
か
ら
続
出
し
、問
領
の
お
に
注
ぐ
。
抗
棋
ご
粁
昨
。

ト
ウ
ノ
ヲ
マ

岱
熊

刑
制
同
制

ω知
院
内
志
却
肢

に
開
削
す
る
部
首
問
。
明
治
八
年
J1
月
に
至
っ
て
新
宮
に

併
合
し
た。

ト
ウ
ノ
パ
パ

埋白
ノ
馬
場

白
山
宮
前
山
間
秘
中
杷

珠
洲
榔
蛸
ぬ
に
在
っ
て
、

ド
ウ
ニ
ユ
ウ
ジ
誼
入
寺

石
川
郷
金
石
に
在
っ

て
、
天
台
宗
に
邸
す
る
。
山
慨
は
本
鈍
山
。
町
永
十

八
年
制
整
寺
八
代
快
恕
法
印
が
m
t
n
川
県
を
mu
て
た
に

起

0
・
承
限
四
年
白
人
酒
屋
八
右
衛
門
一作曲(し
、
そ

の
組
父
の
戒
名
位
援
活
人
を
採
っ
て
白
づ
け
た
。

ド
ゥ
=
ヨ
道
如

↓
ト
ッ
ア
ン
ド
ウ
エ
ヨ
訓

刑
制
の
J
t
円
で
あ
っ
た
が
、
い
つ
頃
か
ら
か
う
し
た
特
訓
聞

を
有
す
る
に
主
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
限
内
測

に
苗
字
は
無
い
が
、
後
に
は
脇
芳
一を
併
び
る
こ
と
を

詐
さ
れ
て
ゐ
た
。
そ
の
藤
内
を
率
ゐ
て
公
取
掛
に
闘

す
る
役
務
を
掌
る
こ
と
は
、
一
川
和
二
年
か
ら
で
、
二

人
共
に
同
様
で
あ
っ
た
が
、
元
職
四
年
以
後
公
明
掛

附
は
仁
肢
の
本
務
と
な
り、

三
右
衛
門
は
続
賊
改
方

の
軍
務
を
助
け
る
こ
と
に
成
っ
た
。
次
い
で
見
保
一
-
一

年
仁
臓
の
屋
敷
内
に
蔀
峨
改
方
に
邸
す
る
牢
震
を
作

。
、
開
川
川
下
の
牢
と
言
は
れ
、
公
附
明
記

・
町
曾
所

の
獄
と
J
ハ
に
=
-
7
m
と
都
せ
ら
れ
た
。
際
内
聞
は
非

人
頭
を
泊
じ
て
非
人
を
支
配
し
、
札
持
乞
食
と
散
乞

食
と
に
品
川
な
〈
、
』
付
且
そ
の
政
を
削
刷
資
上
巾
す
る
賢

任
が
あ
っ
た
。
そ
の
外
物
吉
田も
亦
耐
町
内
町
の
阪
伎
を

受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ト
ウ

活
費

J
ム
イ
Y
ド
ウ
ヒ
峰
山
限
池
山
口
。

ド
ウ
ヒ
ズ
イ
コ
ウ
道
胤耳
目咽晃

金
制

mw制
宗
白

凶
寺
十
二
代
の
住
待
。
生
凶
は
-丸
江
。
資
永
三
年
イ

且
能
州
芳
容
院
よ
b
加
山
L
、
一
止
徳
=
一
年
Jt
一
月
間

山
、
立
保
二
年
九
月
十
六
日
治
化
し
た
。

ト
ウ
フ
ク
ジ
リ
ヨ
ウ
東
福
寺
領

京
都
東
前
寺

の
仰
に
江
川
山
川
熊
坂
庄
一
方
が
あ
白
、
弘
安
三
年
九

且
か
ら
文
組
二
年
七
用
に
京
る
川
の
文
壮
い
が
作
す

る
。
文
氏
和
三
年
七
且
の
同
寺
領
円
抗日に
、
加制
M

州

中
村
孤
施
川
保
と
見
え
る
が
、
巾
村
は
石
川
捕
で
、

町山
間
保
は
河
拍
加
で
あ
ら
う
。

ト
ウ
フ
ザ

豆
腐
産

毘
昨
聞
の
刷
出
治
は
元
よ
り
古

〈
、
限
M
N
十
年
九
且
に
も
十
二
年
正
且
に
も
そ
の
似

m
M
を
禁
止
し
た
こ
と
が
御
定
件
に
見
え
る
が
、
こ
れ

は
そ
の
眼
科
た
る
大
一践
を
消
即
日
す
る
こ
と
が
多
い
か

ら
、

一
般
の
版
政
を
絞
じ
た
の
で
あ
ら
う
。
し
か
し

利
問
の
凶
は
川
川
大
柿
右
停
に
一段
府
民
県
=
一
山
叫
が
あ

鍛
お
桝
二
年
の
僚
に
、
去
々
年
統
帥
酬
Mm
の
昨
を
附畑山婦

の
在
家
の
人
に
結
は
せ
た
と
あ
る
。
阿
部
の
在
家
と

は
白
山
富
の
即
時
日
穏
に
統
制
刷
応
を
行
ふ
府
川
婦
の
あ
っ
た

地
の
百
姓
を
い
ふ
の
で
あ
ら
う
。
元
利
五
年
正
月
品
川

八
日
附
三
愉
志
憎
の
符
朕
に、

向
山
官
民
村
之
内
地

応
酬
材
料
と
あ
る
も
亦
同
じ
地
で
あ
ら
う
。

ト
ウ
ノ
ハ
マ

東
ノ
涜

鹿
島
川
大
呑
郷
に
廊
す

る
沼
市
柄
。

ト
ウ
ノ
ハ
マ
ガ
ハ
東
ノ
涜
川

川
出
向
榔
束
，
M

山に

於
い
て
白
山
肺門
に
注
ぐ
小
山
叫
で
あ
る
。

ト
ウ
ノ
ヲ
皆
同
尾

い
つ
江
抑
制
四
十
九
院
谷

に
臨
す
る
沼
町
問
。
元
総
八
年
八
月

河
断
獄
三
太
夫

野
民
地
(
三
左
衛
門
が
繁
行
と
し
て
、
そ
の
用
水
工
町

を
行
う
た
こ
と
が
あ
る
。

ド
ウ
ハ
歩

道
白

J
マ

y
v
'
y
ド
ウ
ハ
ク

山
道
出
。

ド
ウ
ヒ

it' 

五
七
八


